
JP 2017-182006 A 2017.10.5

10

(57)【要約】
【課題】簡易な構成で、アジテータおよびオーガに駆動
を伝えることができるトナーカートリッジを提供するこ
と。
【解決手段】
　トナーカートリッジ１は、トナーを収容する筐体２と
、筐体２の第１内部空間２Ｄに位置するアジテータ３と
、アジテータ３とともに回転可能なアジテータギア６０
と、筐体２の第２内部空間２Ｅに位置するオーガ４と、
オーガ４とともに回転可能なオーガギア２３と、オーガ
ギア２３とアジテータギア６０とに噛み合うアイドルギ
ア６１と、ギアカバー２１とを備える。アイドルギア６
１は、筐体２のボス６２について回転可能である。ギア
カバー２１は、ネジ６３により、ボス６２に固定されて
いる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１方向に延び、トナーを収容するための筐体であって、第１内部空間と、前記第１内
部空間と接続された第２内部空間とを有する筐体であって、前記第１方向に延び、その先
端部に第１穴を有するボスを備える筐体と、
　前記第１方向に延びる第１軸について回転可能なアジテータであって、前記第１内部空
間内の前記トナーを撹拌し、かつ、前記第１内部空間から前記第２内部空間へ前記トナー
を搬送するためのアジテータと、
　前記アジテータに装着され、前記第１軸について前記アジテータとともに回転可能なア
ジテータギアと、
　前記第１方向に延びる第２軸について回転可能なオーガであって、前記第１方向に前記
トナーを搬送するためのオーガと、
　前記オーガに装着され、前記第２軸について前記オーガとともに回転可能なオーガギア
と、
　前記筐体の前記ボスについて回転可能なアイドルギアであって、前記オーガギアに噛み
合い、かつ、前記アジテータギアに噛み合うアイドルギアであって、前記ボスが挿入され
る第２穴を有するアイドルギアと、
　前記アイドルギアの少なくとも一部を覆うギアカバーであって、前記ボスの前記先端部
を露出する第３穴を有するギアカバーと、
　前記第３穴を介して前記第１穴に挿入され、かつ、前記ボスに対して前記ギアカバーを
固定するネジと、を備えることを特徴とするトナーカートリッジ。
【請求項２】
　前記第３穴には、前記ボスの前記先端部が挿入されることを特徴とする請求項１に記載
のトナーカートリッジ。
【請求項３】
　前記オーガギアは、第４穴を有し、
　前記ギアカバーは、前記第４穴に挿入される突起を有することを特徴とする請求項１ま
たは２に記載のトナーカートリッジ。
【請求項４】
　前記ギアカバーは、第１開口を有し、
　前記ギアカバーは、前記オーガギアの一端部を覆い、かつ、前記第１開口は前記オーガ
ギアの他端部を露出することを許容し、
　前記アイドルギアは、前記オーガギアの前記一端部に噛み合うことを特徴とする請求項
１から請求項３のいずれか一項に記載のトナーカートリッジ。
【請求項５】
　前記アイドルギアは、前記オーガギアの前記一端部に対して、前記オーガギアの前記他
端部の反対側に位置することを特徴とする請求項４に記載のトナーカートリッジ。
【請求項６】
　前記アイドルギアは、前記アジテータギアと前記オーガギアとの間に位置することを特
徴とする請求項１から請求項５のいずれか一項に記載のトナーカートリッジ。
【請求項７】
　前記ボスは、前記筐体から前記第１方向に延びることを特徴とする請求項１から請求項
６のいずれか一項に記載のトナーカートリッジ。
【請求項８】
　前記アジテータは、一端部と、前記第１方向において前記一端部から離れた他端部であ
って、前記筐体を貫通する前記他端部と、を含み、
　前記アジテータギアは、前記他端部に取り付けられ、
　前記オーガは、一端部と、前記第１方向において前記一端部から離れた他端部であって
、前記筐体を貫通する前記他端部と、を含み、
　前記オーガギアは、前記オーガの前記他端部に取り付けられることを特徴とする請求項
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１から請求項７のいずれか一項に記載のトナーカートリッジ。
【請求項９】
　前記アジテータギアの径は、前記オーガギアの径よりも大きいことを特徴とする、請求
項１から請求項８のいずれか一項に記載のトナーカートリッジ。
【請求項１０】
　前記アジテータギアの径は、前記アイドルギアの径よりも大きいことを特徴とする、請
求項９に記載のトナーカートリッジ。
【請求項１１】
　前記第１内部空間の第１内容積は、前記第２内部空間の第２内容積よりも大きいことを
特徴する、請求項１から請求項１０のいずれか一項に記載のトナーカートリッジ。
【請求項１２】
　前記筐体は、さらに、
　　前記第１方向に延び、前記第１内部空間を有する第１トナー収容部と、
　　前記第１方向に延び、前記第１トナー収容部の前記第１内部空間と連結された前記第
２内部空間を有する第２トナー収容部であって、その一端部に前記第２内部空間内のトナ
ーが排出されることを許容するための第２開口を有する第２トナー収容部と、を備えるこ
とを特徴とする請求項１から請求項１１のいずれか一項に記載のトナーカートリッジ。
【請求項１３】
　さらに、前記２開口を覆うカバーを備え、
　前記カバーは、さらに、前記第２開口を介して排出されるトナーが排出されることを許
容するための第３開口を有し、
　前記第３開口の面積は、前記第２開口の面積よりも小さいことを特徴とする請求項１２
に記載のトナーカートリッジ。
【請求項１４】
　前記オーガは、一端部と、前記第１方向において前記一端部から離れた他端部であって
、前記筐体を貫通する前記他端部とを含み、
　前記カバーは、前記オーガの回転方向に沿って延び、前記一端部を覆うことを特徴とす
る請求項１３に記載のトナーカートリッジ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、トナーカートリッジに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像形成装置に対して着脱可能なトナーカートリッジが知られている。トナーカ
ートリッジは、トナーを収容する。
【０００３】
　例えば、特許文献１に記載されるように、トナーを収容するための筐体と、アジテータ
と、オーガと、を備えるトナーカートリッジが知られている。トナーカートリッジは、ア
ジテータとともに回転するアジテータギアと、オーガとともに回転するオーガギアと、を
有する。トナーカートリッジは、さらに、アジテータギアとオーガギアの間に位置し、ア
ジテータギアおよびオーガギアと噛み合うアイドルギアと、アジテータギア、オーガギア
およびアイドルギアを覆うギアカバーと、を有する。トナーカートリッジは、さらに、筺
体に対してギアカバーを固定するためのボスと、ボスが嵌る穴と、を有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１６１０９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載されるトナーカートリッジでは、ボスおよび穴が、ア
ジテータギア、オーガギアおよびアイドルギアが取り付けられる場所とは別の場所におい
て、筺体に設けられているため、筺体およびギアカバーが大型化してしまうという問題が
あった。
【０００６】
　そこで、本開示の目的は、筺体およびギアカバーを小型化することができるトナーカー
トリッジを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
（１）本開示のトナーカートリッジは、筐体と、アジテータと、アジテータギアと、オー
ガと、オーガギアと、アイドルギアと、ギアカバーと、ネジとを備える。
【０００８】
　筐体は、第１方向に延び、トナーを収容する。筐体は、第１内部空間と、第１内部空間
と接続された第２内部空間とを有する。筐体は、ボスを備える。ボスは、第１方向に延び
、その先端部に第１穴を有する。
【０００９】
　アジテータは、第１方向に延びる第１軸について回転可能である。アジテータは、第１
内部空間内のトナーを撹拌し、かつ、第１内部空間から第２内部空間へトナーを搬送する
。
【００１０】
　アジテータギアは、アジテータに装着され、第１軸についてアジテータとともに回転可
能である。
【００１１】
　オーガは、第１方向に延びる第２軸について回転可能である。オーガは、第１方向にト
ナーを搬送する。
【００１２】
　オーガギアは、オーガに装着され、第２軸についてオーガとともに回転可能である。
【００１３】
　アイドルギアは、筐体のボスについて回転可能である。アイドルギアは、オーガギアに
噛み合い、かつ、アジテータギアに噛み合う。アイドルギアは、ボスが挿入される第２穴
を有する。
【００１４】
　ギアカバーは、アイドルギアの少なくとも一部を覆う。ギアカバーは、第３穴を有する
。第３穴は、ボスの先端部を露出する。
【００１５】
　ネジは、第３穴を介して第１穴に挿入され、かつ、ボスに対してギアカバーを固定する
。
【００１６】
　このような構成によれば、アジテータギアとオーガギアとに噛み合うアイドルギアと、
ギアカバーとを、同じボスにネジで固定している。
【００１７】
　これにより、アジテータギア、オーガギアおよびアイドルギアが設けられる場所とは別
の場所にギアカバーを取り付けるためのボス等が設けられる場合と比べて、筺体およびギ
アカバーを小型化することができる。
【００１８】
　これにより、簡易な構成で、アジテータおよびオーガに駆動を伝えることができる。
（２）第３穴には、ボスの先端部が挿入されてもよい。
（３）オーガギアは、第４穴を有してもよい。ギアカバーは、第４穴に挿入される突起を
有してもよい。
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（４）ギアカバーは、第１開口を有してもよい。ギアカバーは、オーガギアの一端部を覆
い、かつ、第１開口はオーガギアの他端部を露出することを許容してもよい。アイドルギ
アは、オーガギアの一端部に噛み合ってもよい。
（５）アイドルギアは、オーガギアの一端部に対して、オーガギアの他端部の反対側に位
置してもよい。
（６）アイドルギアは、アジテータギアとオーガギアとの間に位置してもよい。
（７）ボスは、筐体から第１方向に延びてもよい。
（８）アジテータは、一端部と、第１方向において一端部から離れた他端部であって、筐
体を貫通する他端部とを有してもよい。アジテータギアは、アジテータの他端部に取り付
けられてもよい。オーガは、一端部と、第１方向において一端部から離れた他端部であっ
て、筐体を貫通する他端部とを有してもよい。オーガギアは、オーガの他端部に取り付け
られてもよい。
（９）アジテータギアの径は、オーガギアの径よりも大きくてもよい。
（１０）アジテータギアの径は、アイドルギアの径よりも大きくてもよい。
（１１）第１内部空間の内容積は、第２内部空間の内容積よりも大きくてもよい。
（１２）筐体は、さらに、第１トナー収容部と、第２トナー収容部とを備える。第１トナ
ー収容部は、第１方向に延び、第１内部空間を有してもよい。第２トナー収容部は、第１
方向に延び、第１トナー収容部の第１内部空間と連結された第２内部空間を有する。第２
トナー収容部は、その一端部に第２内部空間内のトナーが排出されることを許容するため
の第２開口を有してもよい。
（１３）第２トナー収容部は、さらに、２開口を覆うカバーを備えてもよい。カバーは、
さらに、第３開口を有する。第３開口は、第２開口を介して排出されるトナーが排出され
ることを許容する。第３開口の面積は、第２開口の面積よりも小さい。
（１４）カバーは、オーガの回転方向に沿って延び、オーガの一端部を覆ってもよい。
【発明の効果】
【００１９】
　本開示のトナーカートリッジは、簡易な構成で、アジテータおよびオーガに駆動を伝え
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、トナーカートリッジ１の斜視図である。
【図２】図２は、トナーカートリッジ１の中央断面図である。
【図３】図３は、図１のＡ－Ａ断面図である。
【図４】図４は、トナーカートリッジ１の一端部を分解した斜視図である。
【図５】図５は、トナーカートリッジ１の斜視図であって、ギアカバー２１を外した状態
を示す。
【図６】図６は、トナーカートリッジ１の他端部を分解した斜視図である。
【図７】図７Ａは、第２方向と交差する方向から見たトナーカートリッジ１の側面図であ
って、シャッタ１３が閉位置に位置する状態を示す。図７Ｂは、第２方向と交差する方向
から見たトナーカートリッジ１の側面図であって、シャッタ１３が開位置に位置する状態
を示す。
【図８】図８は、図７ＡのＡ－Ａ断面図である。
【図９】図９は、現像器３１に対するトナーカートリッジ１の装着方向から見た現像器３
１の側面図である。
【図１０】図１０は、図９に示す現像器３１のＡ－Ａ断面図であって、第１方向において
溝３４に向かう方向に見た断面図である。
【図１１】図１１は、図９に示す現像器３１のＢ－Ｂ断面図であって、第１方向において
溝３５に向かう方向に見た断面図である。
【図１２】図１２は、現像器３１に対するトナーカートリッジ１の装着を説明する説明図
であって、トナーカートリッジ１が現像器３１に装着される前の状態を示す。
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【図１３】図１３は、図１２とともに現像器３１に対するトナーカートリッジ１の装着を
説明する説明図であって、トナーカートリッジ１が現像器３１に装着され、筐体２が第１
位置に位置した状態を示す。
【図１４】図１４は、図１３に示す現像器３１およびトナーカートリッジ１の断面図であ
って、ロック部材１８を通る断面図であり、ロック部材１８が解除位置に位置した状態を
示す断面図である。
【図１５】図１５は、図１４と同様に、図１３に示す現像器３１およびトナーカートリッ
ジ１の断面図であって、シャッタ１３の開口１３Ｄを通る断面図であり、筐体２が第１位
置に位置し、シャッタ１３が閉位置に位置し、現像シャッタ５１が閉位置に位置した状態
を示す断面図である。
【図１６】図１６は、図１４および図１５と同様に、図１３に示す現像器３１およびトナ
ーカートリッジ１の断面図であって、ロック部材５２Ａを通る断面図であり、筐体２が第
１位置に位置し、トナーカートリッジ１の突起２６Ａがロック部材５２Ａの突起５８に接
触した状態を示す断面図である。
【図１７】図１７は、図１４から図１６と同様に、図１３に示す現像器３１およびトナー
カートリッジ１の断面図であって、現像シャッタ５１のギア部５４Ａを通る断面図であり
、筐体２が第１位置に位置し、現像シャッタ５１の突起５３Ａが、トナーカートリッジ１
の突起２５Ａとギア部２４Ａとの間に位置した状態を示す断面図である。
【図１８】図１８は、筐体２が現像器３１に対して第１位置から第２位置へ向かってピボ
ットした場合における現像器３１およびトナーカートリッジ１の断面図であって、シャッ
タ１３の開口１３Ｄを通る断面図であり、トナーカートリッジ１の突起２６Ａがロック部
材５２Ａの突起５８に接触している状態を示す断面図である。
【図１９】図１９は、図１８に示す現像器３１およびトナーカートリッジ１の断面図であ
って、現像シャッタ５１のギア部５４Ａを通る断面図であり、現像シャッタ５１の突起５
３Ａにトナーカートリッジ１のギア部２４Ａが接触した状態を示す断面図である。
【図２０】図２０は、筐体２が現像器３１に対して第１位置から第２位置へ向かってさら
にピボットした場合における現像器３１およびトナーカートリッジ１の断面図であって、
ロック部材５２Ａを通る断面図であり、トナーカートリッジ１の突起２６Ａがロック部材
５２Ａの突起５８から離れた状態を示す断面図である。
【図２１】図２１は、図２０に示す現像器３１およびトナーカートリッジ１の断面図であ
って、現像シャッタ５１のギア部５４Ａを通る断面図であり、ロック部材５２Ａの突起５
９が現像シャッタ５１の突起５７に接触し、トナーカートリッジ１のギア部２４Ａが現像
シャッタ５１のギア部２４Ａに噛み合った状態を示す断面図である。
【図２２】図２２は、図２０に示す現像器３１およびトナーカートリッジ１の側面図であ
る。
【図２３】図２３は、筐体２が第２位置に位置した場合における現像器３１およびトナー
カートリッジ１の側面図である。
【図２４】図２４は、図２３に示す現像器３１およびトナーカートリッジ１の断面図であ
って、現像シャッタ５１のギア部５４Ａを通る断面図であり、ロック部材５２Ａの突起５
９が現像シャッタ５１の凹部５６に位置する状態を示す断面図である。
【図２５】図２５は、図２３に示す現像器３１およびトナーカートリッジ１の断面図であ
って、シャッタ１３の開口１３Ｄを通る断面図であり、シャッタ１３が開位置に位置し、
現像シャッタ５１が開位置に位置した状態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　１．トナーカートリッジ１の概略
　トナーカートリッジ１の概略について、説明する。
【００２２】
　図１に示すトナーカートリッジ１は、トナーを収容するカートリッジである。後で詳し
く説明するが、トナーカートリッジ１は、図１２および図１３に示すように、後述する現
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像器３１に装着される。その後、トナーカートリッジ１は、現像器３１に対して、図１３
に示す状態から図２３に示す状態へピボットすることにより、現像器３１に取り付けられ
る。トナーカートリッジ１は、現像器３１に取り付けられた状態で、現像器３１に対して
トナーを供給可能である。なお、トナーカートリッジ１がピボットするとは、トナーカー
トリッジ１自体がその一端部に有する軸について、トナーカートリッジ１が回動すること
をいう。トナーカートリッジ１自体が有する軸とは、具体的には、後述する第２軸Ａ２で
ある。
【００２３】
　図１から図３に示すように、トナーカートリッジ１は、筐体２と、アジテータ３と、オ
ーガ４とを備える。
【００２４】
　１．１　筐体２
　筐体２は、第１方向に延びる。筐体２は、トナーを収容可能である。筐体２は、第１ト
ナー収容部２Ａと、第２トナー収容部２Ｂとを備える。第２トナー収容部２Ｂは、第２方
向において、第１トナー収容部２Ａの一方側に位置する。第２方向は、後述する第１軸Ａ
１と、後述する第２軸Ａ２とを結ぶことにより定義される。第１トナー収容部２Ａは、第
１方向に延びる。第１トナー収容部２Ａは、円筒形状を有する。第１トナー収容部２Ａは
、第１内部空間２Ｄを有する。第１内部空間２Ｄは、第１方向に延びる。第１内部空間２
Ｄは、第１軸Ａ１を中心とした円筒形状を有する。第１トナー収容部２Ａは、第１内部空
間２Ｄにトナーを収容可能である。第２トナー収容部２Ｂは、第１方向に延びる。第２ト
ナー収容部２Ｂは、円筒形状を有する。第２トナー収容部２Ｂの外径は、第１トナー収容
部２Ａの外径よりも小さい。第２トナー収容部２Ｂは、第２内部空間２Ｅを有する。第２
内部空間２Ｅは、第１方向に延びる。第２内部空間２Ｅは、第２軸Ａ２を中心とした円筒
形状を有する。第２トナー収容部２Ｂは、第２内部空間２Ｅにトナーを収容可能である。
第１内部空間２Ｄと第２内部空間２Ｅとは、第２方向において並ぶ。第２内部空間２Ｅは
、第１内部空間２Ｄと接続される。第１内部空間２Ｄの内径は、第２内部空間２Ｅの内径
よりも大きい。また、第１方向における第２内部空間２Ｅの長さは、第１方向における第
１内部空間２Ｄの長さよりも長い。第１内部空間２Ｄの内容積は、第２内部空間２Ｅの内
容積よりも大きい。なお、第１トナー収容部２Ａと第２トナー収容部２Ｂとは、一体的に
構成されてもよい。また、第１トナー収容部２Ａと第２トナー収容部２Ｂとは、別体で構
成され、互いに組み付けられてもよい。トナーカートリッジ１が後述する現像器３１に装
着された状態で、筐体２は、後述する現像器３１に対して、第１位置（図１３参照）と、
第２位置（図２３参照）との間を、ピボット可能である。
【００２５】
　１．２　アジテータ３
　アジテータ３は、第１内部空間２Ｄ内に位置する。アジテータ３は、第１内部空間２Ｄ
内のトナーを撹拌し、第１内部空間２Ｄから第２内部空間２Ｅへトナーを搬送可能である
。アジテータ３は、第１方向に延びる第１軸Ａ１について回転可能である。アジテータ３
は、アジテータシャフト３Ａと、羽根３Ｂとを備える。アジテータシャフト３Ａは、第１
軸Ａ１に沿って延びる。羽根３Ｂは、アジテータシャフト３Ａから、第１トナー収容部２
Ａの径方向に延びる。羽根３Ｂは、アジテータシャフト３Ａとともに回転可能である。羽
根３Ｂは、アジテータシャフト３Ａに接続する基端と、アジテータシャフト３Ａから最も
離れた先端とを有する。羽根３Ｂの先端は、第１トナー収容部２Ａの内面に接触する。羽
根３Ｂの先端は、第１トナー収容部２Ａの内面に接触することにより、アジテータ３の回
転方向における上流側へ湾曲する。羽根３Ｂが回転することにより、アジテータ３は、第
１内部空間２Ｄ内のトナーを撹拌し、第１内部空間２Ｄから第２内部空間２Ｅへトナーを
搬送する。
【００２６】
　１．３　オーガ４
　オーガ４は、第２内部空間２Ｅ内に位置する。オーガ４は、第１方向にトナーを搬送す
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る。後で詳しく説明するが、オーガ４は、第２内部空間２Ｅ内のトナーを、後述する第２
開口１１へ搬送する。オーガ４は、第１方向に延びる。オーガ４は、第１方向に延びる第
２軸Ａ２について回転可能である。詳しくは、オーガ４は、シャフト４Ａと、螺旋部分４
Ｂとを備える。シャフト４Ａは、第１軸Ａ１に沿って延びる。螺旋部分４Ｂは、シャフト
４Ａから、第１トナー収容部２Ａの径方向に突出する。螺旋部分４Ｂは、第１方向に延び
る螺旋形状を有する。
【００２７】
　２．トナーカートリッジ１の詳細
　図１から図９を参照して、トナーカートリッジ１の詳細について、説明する。
【００２８】
　２．１　第２トナー収容部２Ｂ
　図３および図４に示すように、第２トナー収容部２Ｂは、第２開口１１を有する。第２
開口１１は、第１方向における第２トナー収容部２Ｂの一端部に位置する。第２トナー収
容部２Ｂの一端部は、第１方向において、第１トナー収容部２Ａの一端部よりも突出して
いる。すなわち、第２開口１１は、第１方向において第１トナー収容部２Ａから離れて位
置する。第２トナー収容部２Ｂの第１方向における長さは、第１方向における第１トナー
収容部２Ａの長さよりも長い。これにより、第１内部空間２Ｄの第１方向における長さは
、第１方向における第２内部空間２Ｅの長さよりも短い。第２トナー収容部２Ｂの一端部
は、円筒形状を有する。第２開口１１は、第２トナー収容部２Ｂの一端部を、第１方向に
貫通する。第２開口１１は、第２内部空間２Ｅに接続する。これにより、第２開口１１は
、第２内部空間２Ｅ内のトナーが排出されることを許容する。また、第２開口１１には、
オーガ４が挿通されている。オーガ４は、第１方向において、一端部４Ｃと、一端部４Ｃ
から離れて位置する他端部４Ｄとを有する。オーガ４の一端部４Ｃは、第１方向において
、第２開口１１から突出する。すなわち、第２開口１１は、オーガ４の一端部４Ｃを露出
することを許容する。これにより、オーガ４は、第２内部空間２Ｅから第２開口１１へト
ナーを搬送できる。
【００２９】
　２．３　カバー１２
　図３および図４に示すように、トナーカートリッジ１は、さらに、カバー１２を備える
。
【００３０】
　カバー１２は、第１方向における第２トナー収容部２Ｂの一端部に位置する。詳しくは
、カバー１２は、第２トナー収容部２Ｂの一端部に取り付けられる。これにより、カバー
１２は、筐体２とともに移動可能である。カバー１２は、第２開口１１を覆う。また、カ
バー１２は、第１方向におけるオーガ４の一端部４Ｃを覆う。詳しくは、カバー１２は、
オーガ４の一端部４Ｃの周面を覆う。カバー１２は、オーガ４の一端部４Ｃの周面に沿っ
て延びる。カバー１２は、オーガ４の回転方向に沿って延びる。具体的には、カバー１２
は、円筒形状を有する。カバー１２は、第１方向に延びる。カバー１２は、第３開口１２
Ａを有する。
【００３１】
　第３開口１２Ａは、第１方向において、第２トナー収容部２Ｂから離れて位置する。詳
しくは、第３開口１２Ａは、第１方向において、第２開口１１から離れて位置する。第３
開口１２Ａは、カバー１２の周面を貫通する。これにより、第３開口１２Ａは、第２開口
１１を介して排出されるトナーが排出されることを許容する。第３開口１２Ａの面積は、
第２開口１１の面積よりも小さい。これにより、第２内部空間２Ｅからシャッタ１３の内
部空間に搬送されるトナーの量を、第２開口１１により減らし、さらに、第３開口１２Ａ
から排出するトナーの量を、第３開口１２Ａにより減らすことができる。なお、図７Ｂに
示すように、オーガ４は、第１方向において、第３開口１２Ａまで延びている。これによ
り、オーガ４は、カバー１２を介して、第２内部空間２Ｅから第３開口１２Ａまでトナー
を搬送できる。
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【００３２】
　２．３　シャッタ１３
　図３および図４に示すように、トナーカートリッジ１は、さらに、シャッタ１３を備え
る。
【００３３】
　シャッタ１３は、第２トナー収容部２Ｂの一端部に位置する。詳しくは、シャッタ１３
は、カバー１２と、第２トナー収容部２Ｂの一端部とに挿入される。これにより、シャッ
タ１３は、第２トナー収容部２Ｂの一端部に取り付けられる。シャッタ１３は、筐体２お
よびカバー１２に対して、閉位置（図７Ａ）と閉位置（図７Ｂ）との間を回転可能である
。筐体２が第１位置（図１５参照）に位置するときに、シャッタ１３は、筐体２およびカ
バー１２に対して、閉位置に位置する。筐体２が第２位置（図２４参照）に位置するとき
に、シャッタ１３は、筐体２およびカバー１２に対して、開位置に位置する。
【００３４】
　さらに詳しくは、シャッタ１３は、第１方向に延びる。シャッタ１３は、一端部と、他
端部とを有する。他端部は、第１方向において、一端部よりも、第２トナー収容部２Ｂか
ら離れている。シャッタ１３は、挿入部１３Ａと、カバー部１３Ｂとを備える。挿入部１
３Ａは、シャッタ１３の一端部に位置する。挿入部１３Ａは、第２開口１１に挿入される
。挿入部１３Ａは、開口１３Ｃを有する。開口１３Ｃは、挿入部１３Ａを第１方向に貫通
する。これにより、開口１３Ｃは、第２内部空間２Ｅ内のトナーがシャッタ１３の内部空
間に入ることを許容する。カバー部１３Ｂは、第１方向において、挿入部１３Ａと並ぶ。
カバー部１３Ｂは、第１方向において、挿入部１３Ａと、後述する突起１４との間に位置
する。カバー部１３Ｂは、第１方向において、第２開口１１から突出する。カバー部１３
Ｂは、オーガ４の一端部の周面を覆う。カバー部１３Ｂは、オーガ４の一端部の周面に沿
って延びる。また、カバー部１３Ｂは、カバー１２の内面に沿って延びる。言い換えると
、カバー１２は、カバー部１３Ｂの周面に沿って延び、カバー部１３Ｂの周面を覆う。具
体的には、カバー部１３Ｂは、円筒形状を有する。カバー部１３Ｂは、第１方向に延びる
。カバー部１３Ｂは、開口１３Ｄ（図７Ｂ参照）を有する。開口１３Ｄは、カバー部１３
Ｂの周面を貫通する。なお、開口１３Ｄの周りには、シールＳ（図１５参照）が設けられ
る。シールＳは、カバー１２の内面とカバー部１３Ｂとの間に位置する。これにより、シ
ールＳは、カバー１２の内面とカバー部１３Ｂとの間にトナーが入ることを防ぐ。開口１
３Ｄは、シャッタ１３の内部空間のトナーが排出されることを許容する。より詳細には、
図７Ａに示すように、シャッタ１３が閉位置に位置するときに、シャッタ１３は、第３開
口１２Ａを閉じる。また、図７Ｂに示すように、シャッタ１３が開位置に位置するときに
、開口１３Ｄの少なくとも一部は、第３開口１２Ａの少なくとも一部と重なる。このとき
、第１方向におけるオーガ４の一端部は、カバー１２の第３開口１２Ａから露出される。
これにより、開口１３Ｄは、第３開口１２Ａを介してシャッタ１３の内部空間のトナーが
排出されることを許容する。なお、第３開口１２Ａと開口１３Ｄとが重なることにより形
成される開口の面積は、第２開口１１の面積よりも小さい。
【００３５】
　また、図４に示すように、シャッタ１３は、突起１４を備える。突起１４は、第１方向
における第２トナー収容部２Ｂの一端部から、カバー１２よりも遠くにある。突起１４は
、第１方向において、カバー部１３Ｂに対して、挿入部１３Ａの反対側に位置する。突起
１４は、トナーカートリッジ１が後述する現像器３１（図９参照）に装着されたときに、
現像器３１に対して位置決めされる。突起１４は、第１方向に延びる。突起１４は、シャ
ッタ１３の他端部から延びる。具体的には、突起１４は、カバー部１３Ｂから延びる。こ
れにより、突起１４は、シャッタ１３とともに、筐体２およびカバー１２に対して回転可
能である。突起１４は、第１方向において、基端部と、先端部とを有する。基端部は、カ
バー部１３Ｂに接続する。先端部は、第１方向において、基端部に対してカバー部１３Ｂ
の反対側に位置する。詳しくは、突起１４は、軸部１４Ａと、平板部１４Ｂと、ボス１４
Ｃとを備える。軸部１４Ａは、突起１４の基端部に位置する。軸部１４Ａは、カバー部１
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３Ｂから第１方向に延び、平板部１４Ｂと接続する。平板部１４Ｂは、第１方向において
、軸部１４Ａに対して、カバー部１３Ｂの反対側に位置する。平板部１４Ｂは、シャッタ
１３が閉位置に位置するときに、第２方向に延びる。第２方向における平板部１４Ｂの長
さは、第２方向における軸部１４Ａの長さよりも長い。ボス１４Ｃは、突起１４の先端部
に位置する。ボス１４Ｃは、第１方向において、平板部１４Ｂに対して、軸部１４Ａの反
対側に位置する。ボス１４Ｃは、平板部１４Ｂから第１方向に延びる。ボス１４Ｃは、第
２軸Ａ２に沿って延びる。なお、ボス１４Ｃは、円筒形状である。
【００３６】
　２．４　第２カバー１５
　図４に示すように、トナーカートリッジ１は、第２カバー１５を備える。
【００３７】
　第２カバー１５は、第１方向に延びる。第２カバー１５は、一端部と、他端部とを有す
る。他端部は、第１方向において、一端部よりも筐体２から離れている。第２カバー１５
の一端部は、第１トナー収容部２Ａに取り付けられる。これにより、第２カバー１５は、
筐体２およびカバー１２とともに、シャッタ１３に対して移動可能である。第２カバー１
５は、カバー部１６を備える。
【００３８】
　カバー部１６は、第２カバー１５の他端部に位置する。カバー部１６は、第１方向にお
いて、第２カバー１５の他端部から突出する。カバー部１６は、第２方向に延びる。カバ
ー部１６は、開口１７を有する。開口１７は、第１方向および第２方向と交差する方向に
おいて、カバー部１６を貫通する。カバー部１６は、第１フレーム１６Ａと、第２フレー
ム１６Ｂと、第３フレーム１６Ｃとを備える。第１フレーム１６Ａは、第２方向において
、第２フレーム１６Ｂから離れている。第１フレーム１６Ａと第２フレーム１６Ｂとの間
には、開口１７が位置する。第３フレーム１６Ｃは、第１方向において、開口１７に対し
て、筐体２の反対側に位置する。第３フレーム１６Ｃは、第２方向に延びる。第３フレー
ム１６Ｃは、第１フレーム１６Ａおよび第２フレーム１６Ｂと接続する。第３フレーム１
６Ｃは、貫通穴１６Ｄを有する。貫通穴１６Ｄは、第３フレーム１６Ｃを第１方向に貫通
する。
【００３９】
　そして、図１および図３に示すように、カバー部１６内には、突起１４が挿入される。
すると、第１フレーム１６Ａと第２フレーム１６Ｂとの間には、突起１４の平板部１４Ｂ
が位置する。開口１７は、突起１４の平板部１４Ｂを露出する。これにより、シャッタ１
３が閉位置に位置する場合に、第１フレーム１６Ａおよび第２フレーム１６Ｂは、平板部
１４Ｂの縁を覆う。また、第３フレーム１６Ｃは、第１方向において、平板部１４Ｂに向
かい合う。これにより、第３フレーム１６Ｃは、第１方向において、突起１４の先端部の
少なくとも一部を覆う。すなわち、第２カバー１５は、突起１４の先端部の少なくとも一
部を覆う。また、突起１４のボス１４Ｃは、貫通穴１６Ｄに挿入される。これにより、第
２カバー１５は、突起１４の先端部を回転可能に支持する。
【００４０】
　また、図８に示すように、第２カバー１５は、ロック部材１８と、ストッパ１９とを備
える。
【００４１】
　ロック部材１８は、ロック位置（図８参照）と、解除位置（図１４参照）との間を移動
可能である。詳しくは、ロック部材１８は、ロック位置と、解除位置との間をピボット可
能である。ロック部材１８は、ばね１８Ｃにより、ロック位置へ向かって押圧される。
【００４２】
　ロック部材１８は、シャフト１８Ａと、突起１８Ｂとを備える。シャフト１８Ａは、第
２カバー１５に回転可能に支持される。これにより、ロック部材１８は、第２カバー１５
に対してピボット可能である。突起１８Ｂは、シャフト１８Ａから、突起１４に向かって
延びる。突起１８Ｂは、ロック部材１８がロック位置に位置するときに、平板部１４Ｂの
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一端部に向かい合う。平板部１４Ｂの一端部は、シャッタ１３が閉位置に位置していると
きに、第２方向において、第１フレーム１６Ａ（図１参照）に向かい合う端部である。突
起１８Ｂは、突起１４の一端部に接触する。これにより、ロック部材１８は、ロック位置
に位置するときに、突起１４を第２カバー１５へロックできる。なお、突起１４を第２カ
バー１５へロックするとは、突起１４が第２カバー１５に対して回転することを止めるこ
とである。ロック部材１８は、トナーカートリッジ１が後述する現像器３１から取り外さ
れている状態で、突起１４を第２カバー１５へロックすることにより、シャッタ１３が閉
位置から開位置へ移動することを止める。また、突起１８Ｂは、ロック部材１８が解除位
置に位置するときに、平板部１４Ｂの一端部に接触できない。これにより、ロック部材１
８は、解除位置に位置するときに、第２カバー１５への突起１４のロックを解除する。
【００４３】
　ばね１８Ｃは、コイルばねである。詳しくは、ばね１８Ｃは、一端部と、一端部から離
れた他端部と、一端部と他端部との間に位置するコイル部とを備える。ばね１８Ｃの一端
部は、第２カバー１５に接触する。ばね１８Ｃの他端部は、ロック部材１８の突起１８Ｂ
に接触する。これにより、ばね１８Ｃは、ロック部材１８をロック位置へ向かって押圧す
る。
【００４４】
　ストッパ１９は、第２フレーム１６Ｂの内面に位置する。ストッパ１９は、第２フレー
ム１６Ｂの内面から第１フレーム１６Ａに向かって突出する。ストッパ１９は、シャッタ
１３が閉位置に位置するときに、平板部１４Ｂの他端部に向かい合う。平板部１４Ｂの他
端部は、シャッタ１３が閉位置に位置しているときに、第２方向において、第２フレーム
１６Ｂに向かい合う端部である。平板部１４Ｂの他端部は、係合部１４Ｄを有する。係合
部１４Ｄは、シャッタ１３が閉位置に位置しているときに、平板部１４Ｂの他端部から第
２方向に突出する。ストッパ１９は、係合部１４Ｄと向かい合う。ストッパ１９は、係合
部１４Ｄに接触する。これにより、ストッパ１９は、シャッタ１３が閉位置に位置する場
合に、シャッタ１３が閉位置から開位置へ回転するときの突起１４の回転方向とは反対方
向に、突起１４が回転することを止める。シャッタ１３が閉位置に位置する場合に、突起
１４が反対方向に回転すると、突起１４の係合部１４Ｄは、ストッパ１９と接触する。
【００４５】
　２．５　ギア列およびギアカバー２１
　図５および図６に示すように、トナーカートリッジ１は、オーガギア２３、アジテータ
ギア６０、アイドルギア６１およびギアカバー２１を備える。
【００４６】
　２．５．１　オーガギア２３
　オーガギア２３は、オーガ４の他端部４Ｄに装着される。オーガギア２３は、第２軸Ａ
２についてオーガ４とともに回転可能である。詳しくは、第２トナー収容部２Ｂは、第１
貫通穴２０Ａ（図３参照）を有する。第１貫通穴２０Ａは、第２トナー収容部２Ｂの第１
方向における他端部に位置する。第１貫通穴２０Ａは、第１方向に第２トナー収容部２Ｂ
を貫通する。第１方向におけるオーガ４の他端部４Ｄは、第１貫通穴２０Ａに挿入される
。これにより、オーガ４の他端部４Ｄは、第１方向において、筐体２を貫通する。オーガ
ギア２３は、第２トナー収容部２Ｂの外表面に位置する。オーガギア２３は、第１方向に
おいて、一方面と他方面とを有する。一方面は、第１方向において、第２トナー収容部２
Ｂと向かい合う。他方面は、第１方向において、一方面に対して、第２トナー収容部２Ｂ
の反対側に位置する。オーガギア２３は、第４穴２３Ａを有する。第４穴２３Ａは、オー
ガギア２３の径方向において、オーガギア２３の中央に位置する。第４穴２３Ａは、オー
ガギア２３の他方面から一方面に向かって凹む。第４穴２３Ａは、円形状を有する。第４
穴２３Ａには、後述するギアカバー２１の突起２１Ｃが挿入される。
【００４７】
　２．５．２　アジテータギア６０
　アジテータギア６０は、アジテータ３に装着される。アジテータギア６０は、第１軸Ａ
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１についてアジテータ３とともに回転可能である。詳しくは、アジテータシャフト３Ａは
、一端部３Ｃと、第１方向において一端部３Ｃから離れた他端部３Ｄとを有する。第１ト
ナー収容部２Ａは、第２貫通穴２０Ｂ（図３参照）を有する。第２貫通穴２０Ｂは、第１
トナー収容部２Ａの第１方向における他端部に位置する。第２貫通穴２０Ｂは、第１方向
に第１トナー収容部２Ａを貫通する。他端部３Ｄは、第２貫通穴２０Ｂに挿入される。こ
れにより、他端部３Ｄは、第１方向において、筐体２を貫通する。アジテータギア６０は
、他端部３Ｄに取り付けられる。アジテータギア６０は、第１トナー収容部２Ａの外表面
に位置する。アジテータギア６０は、オーガギア２３と間隔を隔てている。アジテータギ
ア６０の径は、オーガギア２３の径よりも大きい。また、アジテータギア６０の径は、ア
イドルギア６１の径よりも大きい。これにより、アジテータ３は、オーガ４に対して遅い
周速で回転できる。これにより、第１内部空間２Ｄから第２内部空間２Ｅへ搬送されるト
ナーの量を減らすことができる。
【００４８】
　２．５．３　アイドルギア６１
　アイドルギア６１は、アジテータギア６０とオーガギア２３との間に位置する。アイド
ルギア６１は、オーガギア２３に噛み合い、かつ、アジテータギア６０に噛み合う。これ
により、オーガギア２３は、アイドルギア６１を介して、アジテータギア６０に駆動力を
伝えることができる。詳しくは、アイドルギア６１は、オーガギア２３の一端部に噛み合
う。なお、オーガギア２３の他端部は、ギアカバー２１の後述する第１開口２１Ａを介し
て、ギアカバー２１から露出される。つまり、アイドルギア６１は、オーガギア２３の一
端部に対して、オーガギア２３の他端部の反対側に位置する。なお、オーガギア２３の他
端部は、トナーカートリッジ１が現像器３１に装着され、筐体２が現像器３１に対して第
２位置に位置したときに、後述する現像器３１のギア３０に噛み合う。つまり、トナーカ
ートリッジ１が現像器３１に装着され、筐体２が現像器３１に対して第２位置に位置した
ときに、アイドルギア６１は、オーガギア２３の他端部の反対側に位置する。これにより
、アイドルギア６１は、現像器３１のギア３０からオーガギア２３の他端部に加わるトル
クを、オーガギア２３の他端部の反対側で、安定して受けることができる。アイドルギア
６１は、筐体２のボス６２について回転可能である。ボス６２は、アジテータギア６０と
オーガギア２３との間に位置する。ボス６２は、オーガギア２３の一端部に対して、オー
ガギア２３の他端部の反対側に位置する。ボス６２は、第１トナー収容部２Ａの外表面か
ら第１方向に突出する。すなわち、ボス６２は、筐体２から第１方向に延びる。ボス６２
は、円柱形状を有する。アイドルギア６１は、ボス６２が挿入される第２穴６１Ａを有す
る。第２穴６１Ａにボス６２が挿入されることにより、アイドルギア６１は、ボス６２に
ついて回転可能である。なお、ボス６２は、第２穴６１Ａを介してアイドルギア６１を貫
通していてもよく、アイドルギア６１を貫通していなくてもよい。
【００４９】
　また、ボス６２は、先端部と基端部とを有する。基端部は、筐体２に接続する端部であ
る。詳しくは、基端部は、第１トナー収容部２Ａの外表面に接続する。先端部は、第１方
向において、基端部に対して筐体２の反対側に位置する端部である。ボス６２は、先端部
に第１穴６２Ａを有する。第１穴６２Ａは、先端部から基端部に向かって凹む。
【００５０】
　２．５．４　ギアカバー２１
　ギアカバー２１は、第１方向において、筐体２に対して、カバー１２の反対側に位置す
る。ギアカバー２１は、アジテータギア６０、アイドルギア６１およびオーガギア２３の
一端部を覆う。すなわち、ギアカバー２１は、アイドルギア６１の少なくとも一部を覆う
。ギアカバー２１は、第１開口２１Ａと、第３穴２１Ｂと、突起２１Ｃとを有する。第１
開口２１Ａは、オーガギア２３の他端部を露出する。第１開口２１Ａは、第２突起２２と
第２トナー収容部２Ｂとの間に位置する。第１開口２１Ａは、第３方向において、ギアカ
バー２１を貫通する。第３穴２１Ｂは、第１方向において、ボス６２と向かい合う位置に
位置する。第３穴２１Ｂは、第２突起２２に対して、第１開口２１Ａの反対側に位置する



(13) JP 2017-182006 A 2017.10.5

10

20

30

40

50

。第３穴２１Ｂは、第１方向において、ギアカバー２１を貫通する。第３穴２１Ｂには、
ボス６２の先端部が挿入される。これにより、第３穴２１Ｂは、ボス６２の先端部を露出
する。また、第３穴２１Ｂにボス６２が挿入されることにより、ギアカバー２１をボス６
２に対して固定でき、ギアカバー２１を筐体２に対して安定に固定できる。突起２１Ｃは
、第１方向において、オーガギア２３の第４穴２３Ａと向かい合う位置に位置する。突起
２１Ｃは、ギアカバー２１の内面からオーガギア２３に向かって突出する。突起２１Ｃは
、第１方向に延びる。突起２１Ｃは、円筒形状を有する。突起２１Ｃは、第４穴２３Ａ挿
入される。突起２１Ｃが第４穴２３Ａに挿入され、ボス６２が第３穴２１Ｂに挿入される
ことにより、ギアカバー２１を筐体２に対して位置決めできる。さらに、ギアカバー２１
を筐体２に対して位置決めするための突起２１Ｃをギアカバー２１に設けた場合に、突起
２１Ｃが第４穴２３Ａに挿入されることにより、第１方向において、ギアカバー２１を小
型化できる。
【００５１】
　また、トナーカートリッジ１は、ネジ６３を備える。ネジ６３は、第１方向に延びる軸
部６３Ａと、軸部６３Ａの一端部に位置する頭部６３Ｂとを有する。軸部６３Ａの径は、
第３穴２１Ｂよりも小さい。頭部６３Ｂの径は、第３穴２１Ｂよりも大きい。軸部６３Ａ
は、第３穴２１Ｂを介してボス６２の第１穴６２Ａに挿入される。このとき、頭部６３Ｂ
は、第３穴２１Ｂの縁に向かい合う。これにより、ネジ６３は、ボス６２に対してギアカ
バー２１を固定する。
【００５２】
　２．６　第２突起２２
　また、図１に示すように、ギアカバー２１は、第２突起２２を備える。
【００５３】
　第２突起２２は、第１方向において、オーガギア２３に対して、第２トナー収容部２Ｂ
の反対側に位置する。第２突起２２は、ギアカバー２１から第１方向に突出する。第２突
起２２は、第２方向に延びる。
【００５４】
　２．７　ギア部および突起
　また、トナーカートリッジ１は、図１および図４に示すように、ギア部２４Ａ、ギア部
２４Ｂ、突起２５Ａ、突起２５Ｂ、突起２６Ａおよび突起２６Ｂを備える。ギア部２４Ａ
、ギア部２４Ｂ、突起２５Ａ、突起２５Ｂ、突起２６Ａおよび突起２６Ｂは、後述する現
像器３１の現像シャッタ５１を動かすための構成である。
【００５５】
　カバー１２は、ギア部２４Ａおよびギア部２４Ｂを、さらに備える。ギア部２４Ａは、
第１方向において、ギア部２４Ｂから離れている。ギア部２４Ａとギア部２４Ｂとの間に
は、第３開口１２Ａが位置する。ギア部２４Ａおよびギア部２４Ｂは、それぞれ、複数の
ギア歯を有する。すなわち、カバー１２は、複数のギア歯を有する。ギア部２４Ａの複数
のギア歯、および、ギア部２４Ｂの複数のギア歯は、シャッタ１３に対するカバー１２の
回転方向に沿って、カバー１２の周面に位置する。ギア部２４Ａの複数のギア歯、および
、ギア部２４Ｂの複数のギア歯は、シャッタ１３に対するカバー１２の回転方向に並ぶ。
【００５６】
　また、突起２５Ａおよび突起２５Ｂは、カバー１２に設けられる。すなわち、カバー１
２は、突起２５Ａおよび突起２５Ｂを、さらに備える。突起２５Ａは、第１方向において
、突起２５Ｂから離れている。突起２５Ａは、シャッタ１３に対するカバー１２の回転方
向において、ギア部２４Ａの複数のギア歯と並ぶ。突起２５Ａは、筐体２が第２位置から
第１位置へ回転する場合におけるカバー１２の回転方向Ｒにおいて、ギア部２４Ａの複数
のギア歯よりも上流側に位置する。突起２５Ａは、カバー１２の回転方向Ｒにおいて、ギ
ア部２４Ａの複数のギア歯の間隔よりも長い間隔を隔てて、ギア部２４Ａの複数のギア歯
と並ぶ。突起２５Ｂは、筐体２が第２位置（図２３参照）から第１位置（図１３参照）へ
回転する場合におけるカバー１２の回転方向Ｒにおいて、ギア部２４Ｂの複数のギア歯よ
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りも上流側に位置する。突起２５Ｂは、カバー１２の回転方向Ｒにおいて、ギア部２４Ｂ
の複数のギア歯の間隔よりも長い間隔を隔てて、ギア部２４Ｂの複数のギア歯と並ぶ。突
起２５Ａおよび突起２５Ｂは、第２方向において、第２トナー収容部２Ｂに対して第１ト
ナー収容部２Ａの反対側へ突出する。
【００５７】
　突起２６Ａは、第１方向において、突起２５Ａに対して、第３開口１２Ａの反対側に位
置する。突起２６Ｂは、第１方向において、突起２５Ｂに対して、第３開口１２Ａの反対
側に位置する。突起２６Ａは、第２トナー収容部２Ｂの一端部に位置する。突起２６Ｂは
、第２カバー１５の他端部に位置する。突起２６Ａおよび突起２６Ｂは、第２方向におい
て、第２トナー収容部２Ｂに対して第１トナー収容部２Ａの反対側へ突出する。
【００５８】
　３．現像器３１の詳細
　図９から図１１に示す現像器３１は、トナーカートリッジ１からトナーを供給されるた
めの構成である。例えば、現像器３１は、トナーカートリッジ１から供給されたトナーを
用いて、現像するための構成である。本実施形態では、現像器３１は、現像ローラ３２を
備える。また、現像器３１は、感光体を備えてもよい。現像器３１は、画像形成装置に対
して着脱可能なカートリッジタイプであってもよい。現像ローラ３２は、第１方向に延び
る。現像ローラ３２は、感光体に接触可能である。また、現像器３１は、トナー収容部３
３を備える。トナー収容部３３は、トナーを収容可能である。
【００５９】
　現像器３１は、溝３４、溝３５および現像開口３６を有する。
【００６０】
　溝３４は、第１方向において、現像器３１の一端部に位置する。溝３５は、第１方向に
おいて、現像器３１の他端部に位置する。溝３５は、第１方向において、溝３４と離れて
いる。以下、溝３４および溝３５の詳細について説明する。
【００６１】
　３．１　溝３４
　図１０および図１３に示すように、溝３４は、トナーカートリッジ１が現像器３１に装
着される装着方向、具体的には、図１２に矢印で示す方向に延びる。溝３４は、装着方向
において、一端部と、他端部とを有する。一端部は、装着方向において、他端部よりも現
像開口３６から離れている。また、溝３４は、装着方向と交差する方向において、トナー
カートリッジ１（図１参照）の突起１４およびカバー部１６を受け入れ可能な幅を有する
。溝３４は、平面３８Ａ、平面３８Ｂ、凹部３９Ａ、凹部３９Ｂ、突起４１Ａおよび突起
４１Ｂを備える。
【００６２】
　３．１．１　平面３８Ａおよび平面３８Ｂ
　平面３８Ａは、溝３４の一端部に位置する。平面３８Ｂは、溝３４の他端部に位置する
。平面３８Ａおよび平面３８Ｂは、それぞれ、装着方向に延びる。平面３８Ａは、トナー
カートリッジ１が現像器３１に装着されたときに、カバー部１６の第１フレーム１６Ａ（
図１参照）と向かい合う。平面３８Ｂは、トナーカートリッジ１が現像器３１に装着され
たときに、カバー部１６の第２フレーム１６Ｂ（図１参照）と向かい合う。平面３８Ａお
よび平面３８Ｂは、筐体２が現像器３１に対して第２位置（図２２参照）から第１位置（
図１３参照）にピボットしたときに、平面３８Ａおよび平面３８Ｂの少なくとも一方がカ
バー部１６と接触することにより、筐体２を第１位置に止める。
【００６３】
　３．１．２　凹部３９Ａおよび凹部３９Ｂ
　図１０、図１３、図２２および図２３に示すように、凹部３９Ａは、溝３４の幅方向に
おいて、平面３８Ａから離れる方向へ凹む。凹部３９Ｂは、溝３４の幅方向において、平
面３８Ｂから離れる方向へ凹む。凹部３９Ａは、円弧面４２Ａと、平面４０Ａを有する。
凹部３９Ｂは、円弧面４２Ｂと、平面４０Ｂを有する。円弧面４２Ａは、平面３８Ａに対
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して、筐体２が現像器３１に対して第１位置から第２位置へピボットするときに第１フレ
ーム１６Ａが移動する方向へ延びる。円弧面４２Ｂは、平面３８Ｂに対して、筐体２が現
像器３１に対して第１位置から第２位置へピボットするときに第２フレーム１６Ｂが移動
する方向に延びる。平面４０Ａは、筐体２が現像器３１に対して第１位置から第２位置へ
ピボットするときに第１フレーム１６Ａが移動する方向において、円弧面４２Ａの下流側
の端部に位置する。平面４０Ｂは、筐体２が現像器３１に対して第１位置から第２位置へ
ピボットするときに第２フレーム１６Ｂが移動する方向において、円弧面４２Ｂの下流側
の端部に位置する。平面４０Ａおよび平面４０Ｂは、装着方向と交差する方向に延びる。
詳しくは、平面４０Ａおよび平面４０Ｂは、装着方向と直交する方向に延びる。平面４０
Ａおよび平面４０Ｂは、筐体２が現像器３１に対して第２位置から第１位置にピボットし
たときに、平面４０Ａおよび平面４０Ｂの少なくとも一方がカバー部１６と接触すること
により、筐体２を第２位置に止める。
【００６４】
　３．１．３　突起４１Ａおよび突起４１Ｂ
　突起４１Ａおよび突起４１Ｂは、溝３４の幅方向において、円弧面４２Ａと円弧面４２
Ｂとの間に位置する。突起４１Ａは、溝３４の幅方向において、円弧面４２Ａと突起４１
Ｂとの間に位置する。突起４１Ｂは、溝３４の幅方向において、円弧面４２Ｂと突起４１
Ａとの間に位置する。突起４１Ｂは、溝３４の幅方向において、突起４１Ａから離れてい
る。突起４１Ａおよび突起４１Ｂは、それぞれ、装着方向に延びる。トナーカートリッジ
１が現像器３１に装着されたときに、突起４１Ａと突起４１Ｂとの間には、平板部１４Ｂ
（図１４参照）が位置する。トナーカートリッジ１が現像器３１に装着されたときに、突
起４１Ａおよび突起４１Ｂは、平板部１４Ｂに接触する。これにより、トナーカートリッ
ジ１が現像器３１に装着されたときに、突起４１Ａおよび突起４１Ｂは、突起１４が回る
ことを止める。これにより、シャッタ１３は、現像器３１に対して固定される。
【００６５】
　一方、突起４１Ａおよび突起４１Ｂは、トナーカートリッジ１が現像器３１に装着され
たときに、溝３４の幅方向において、第１フレーム１６Ａ、第２フレーム１６Ｂおよび第
３フレーム１６Ｃ（図１参照）と接触しない。これにより、トナーカートリッジ１が現像
器３１に装着されたときに、第１フレーム１６Ａ、第２フレーム１６Ｂおよび第３フレー
ム１６Ｃは、シャッタ１３が現像器３１に対して固定された状態で、シャッタ１３に対し
て回転可能である。これにより、筐体２は、シャッタ１３が現像器３１に対して固定され
た状態で、カバー１２および第２カバー１５とともに、現像器３１に対してピボット可能
である。筐体２が、カバー１２および第２カバー１５とともに、現像器３１に対して、第
１位置（図１３参照）から第２位置（図２３参照）へピボットすることにより、シャッタ
１３は、筐体２に対して、開位置に位置する。シャッタ１３が開位置（図２５参照）に位
置することにより、開口１３Ｄの少なくとも一部と第３開口１２Ａの少なくとも一部とが
重なり、第３開口１２Ａが開く。
【００６６】
　なお、突起４１Ａは、円弧面４２Ａの径方向において、円弧面４２Ａと離れている。突
起４１Ａと円弧面４２Ａとの間隔は、装着方向における第１フレーム１６Ａ（図１参照）
の長さよりも長い。これにより、第１フレーム１６Ａは、筐体２が現像器３１に対してピ
ボットするときに、突起４１Ａと円弧面４２Ａとの間を通ることができる。また、突起４
１Ｂは、円弧面４２Ｂの径方向において、円弧面４２Ｂと離れている。突起４１Ｂと円弧
面４２Ｂとの間隔は、装着方向における第２フレーム１６Ｂ（図１参照）の長さよりも長
い。これにより、第２フレーム１６Ｂは、筐体２が現像器３１に対してピボットするとき
に、突起４１Ｂと円弧面４２Ｂとの間を通ることができる。
【００６７】
　３．２　溝３５
　図１１に示すように、溝３５は、装着方向に延びる。溝３５は、装着方向において、一
端部と、他端部とを有する。一端部は、装着方向において、他端部よりもトナー収容部３
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３から離れている。また、溝３５は、装着方向と交差する方向において、トナーカートリ
ッジ１の第２突起２２（図１参照）を受け入れ可能な幅を有する。溝３５は、平面４３Ａ
、平面４３Ｂ、凹部４４Ａおよび凹部４４Ｂを備える。
【００６８】
　３．２．１　平面４３Ａおよび平面４３Ｂ
　平面４３Ａは、溝３５の一端部に位置する。平面４３Ｂは、溝３５の他端部に位置する
。平面４３Ａおよび平面４３Ｂは、それぞれ、装着方向に延びる。平面４３Ａは、トナー
カートリッジ１が現像器３１に装着されたときに、第２突起２２の一端部と向かい合う。
平面４３Ｂは、トナーカートリッジ１が現像器３１に装着されたときに、第２突起２２の
他端部と向かい合う。平面４３Ａおよび平面４３Ｂは、筐体２が現像器３１に対して第２
位置から第１位置にピボットしたときに、平面４３Ａおよび平面４３Ｂの少なくとも一方
が第２突起２２と接触することにより、筐体２を第１位置に止める。
【００６９】
　３．２．２　凹部４４Ａおよび凹部４４Ｂ
　凹部４４Ａは、溝３５の幅方向において、平面４３Ａから離れる方向へ凹む。凹部４４
Ｂは、溝３５の幅方向において、平面４３Ｂから離れる方向へ凹む。凹部４４Ａは、円弧
面４６Ａと、平面４５Ａを有する。凹部４４Ｂは、円弧面４６Ｂと、平面４５Ｂを有する
。円弧面４６Ａは、平面４３Ａに対して、筐体２が現像器３１に対して第１位置から第２
位置へピボットするときに第２突起２２の一端部が移動する方向へ延びる。円弧面４６Ｂ
は、平面４５Ｂに対して、筐体２が現像器３１に対して第１位置から第２位置へピボット
するときに第２突起２２の他端部が移動する方向に延びる。平面４５Ａは、筐体２が現像
器３１に対して第１位置から第２位置へピボットするときに第２突起２２の一端部が移動
する方向において、円弧面４６Ａの下流側の端部に位置する。平面４５Ｂは、筐体２が現
像器３１に対して第１位置から第２位置へピボットするときに第２突起２２の他端部が移
動する方向において、円弧面４６Ｂの下流側の端部に位置する。平面４５Ａおよび平面４
５Ｂは、装着方向と交差する方向に延びる。詳しくは、平面４５Ａおよび平面４５Ｂは、
装着方向と直交する方向に延びる。平面４５Ａおよび平面４５Ｂは、筐体２が現像器３１
に対して第１位置から第２位置にピボットしたときに、平面４５Ａおよび平面４５Ｂのい
ずれか一方が第２突起２２と接触することにより、筐体２を第２位置に止める。
【００７０】
　３．３　現像開口３６
　現像開口３６は、図９に示すように、第１方向において、溝３４と溝３５との間に位置
する。現像開口３６は、第１方向において、現像器３１の中央よりも溝３４の近くに位置
する。図１０に示すように、現像開口３６は、装着方向において、トナー収容部３３の外
表面を貫通する。現像開口３６は、装着方向において、トナー収容部３３の外表面に露出
する一端３６Ａと、トナー収容部３３の内部空間に接続する他端３６Ｂとを有する。
【００７１】
　３．４　現像シャッタ５１
　また、現像器３１は、図９および図１０に示すように、現像シャッタ５１を備える。
【００７２】
　現像シャッタ５１は、装着方向において、現像開口３６の一端３６Ａと他端３６Ｂとの
間に位置する。現像シャッタ５１は、装着方向において、一方面５１Ｂと、他方面５１Ｃ
とを有する。一方面５１Ｂは、装着方向において、現像開口３６の他端３６Ｂよりも一端
３６Ａの近くに位置する。他方面５１Ｃは、装着方向において、一方面５１Ｂよりも、現
像開口３６の他端３６Ｂの近くに位置する。現像シャッタ５１は、現像開口３６を閉じる
閉位置（図１５参照）と、現像開口３６を開ける開位置（図２５参照）との間を移動可能
である。現像シャッタ５１は、開口５１Ａを有する。開口５１Ａは、装着方向において、
現像シャッタ５１を貫通する。図２５に示すように、現像シャッタ５１が開位置に位置す
るときに、開口５１Ａは、現像開口３６の少なくとも一部と重なる。これにより、開口５
１Ａは、現像シャッタ５１が開位置に位置するときに、現像開口３６および開口５１Ａを
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介して、トナーカートリッジ１のトナーがトナー収容部３３へ入ることを許容する。
【００７３】
　また、現像シャッタ５１は、図９および図１７に示すように、突起５３Ａ、突起５３Ｂ
、ギア部５４Ａおよびギア部５４Ｂを備える。
【００７４】
　突起５３Ａは、トナーカートリッジ１が現像器３１に装着されている場合に、筐体２が
現像器３１に対して第１位置から第２位置にピボットするときに、ギア部２４Ａ（図１９
参照）と接触する構成である。また、突起５３Ｂは、トナーカートリッジ１が現像器３１
に装着されている場合に、筐体２が現像器３１に対して第１位置から第２位置にピボット
するときに、ギア部２４Ｂ（図１参照）と接触する構成である。筐体２が現像器３１に対
して第１位置から第２位置にピボットするときに、ギア部２４Ａの複数のギア歯の１つ目
のギア歯が突起５３Ａを押圧し、かつ、ギア部２４Ｂの複数のギア歯の１つ目のギア歯が
突起５３Ｂを押圧することにより、現像シャッタ５１が、閉位置から開位置へ向かって移
動を始める。その後、ギア部２４Ａの複数のギア歯の残りのギア歯が、ギア部５４Ａと噛
み合い、ギア部２４Ｂの複数のギア歯の残りのギア歯が、ギア部５４Ｂと噛み合う。また
、突起５３Ａは、筐体２が現像器３１に対して第２位置から第１位置にピボットするとき
に、突起２５Ａ（図１７参照）と接触する構成である。また、突起５３Ｂは、筐体２が現
像器３１に対して第２位置から第１位置にピボットするときに、突起２５Ｂ（図１参照）
と接触する構成である。筐体２が現像器３１に対して第２位置から第１位置にピボットす
るときに、ギア部２４Ａがギア部５４Ａから離れ、かつ、ギア部２４Ｂがギア部５４Ｂか
ら離れた後、突起２５Ａが突起５３Ａを押圧し、かつ、突起２５Ｂが突起５３Ｂを押圧す
ることにより、現像シャッタ５１が、閉位置に位置する。また、ギア部５４Ａは、トナー
カートリッジ１が現像器３１に装着されている場合に、トナーカートリッジ１のギア部２
４Ａ（図２１参照）と噛み合うための構成である。また、ギア部５４Ｂは、トナーカート
リッジ１が現像器３１に装着されている場合に、トナーカートリッジ１のギア部２４Ｂ（
図１参照）と噛み合うための構成である。
【００７５】
　突起５３Ａは、第１方向において、現像開口３６に対して、溝３４の反対側に位置する
。突起５３Ｂは、第１方向において、現像開口３６と溝３４との間に位置する。突起５３
Ａおよび突起５３Ｂは、現像シャッタ５１の一方面５１Ｂに位置する。突起５３Ａおよび
突起５３Ｂは、現像シャッタ５１の一方面５１Ｂから突出する。突起５３Ａおよび突起５
３Ｂは、現像シャッタ５１が閉位置に位置するときに、トナー収容部３３の外表面に露出
されている。
【００７６】
　ギア部５４Ａは、現像シャッタ５１が閉位置から開位置へ移動するときの現像シャッタ
５１の移動方向Ｍにおいて、突起５３Ａの上流側に位置する。ギア部５４Ａは、現像シャ
ッタ５１の移動方向Ｍにおいて、突起５３Ａから離れて位置する。ギア部５４Ｂは、現像
シャッタ５１が閉位置から開位置へ移動するときの現像シャッタ５１の移動方向Ｍにおい
て、突起５３Ｂの上流側に位置する。ギア部５４Ｂは、現像シャッタ５１の移動方向Ｍに
おいて、突起５３Ｂから離れて位置する。ギア部５４Ａおよびギア部５４Ｂは、それぞれ
、複数のギア歯を有する。複数のギア歯は、現像シャッタ５１の移動方向Ｍに並ぶ。
【００７７】
　また、図１７、図１９、図２１および図２４に示すように、現像シャッタ５１は、凹部
５５、凹部５６および突起５７を備える。凹部５５は、トナーカートリッジ１が現像器３
１から取り外された状態で、現像シャッタ５１が閉位置に位置するときに、後述する突起
５９を受け入れるための構成である。突起５７は、トナーカートリッジ１が現像器３１か
ら取り外された状態で、閉位置に位置する現像シャッタ５１が開位置に移動しようとした
場合に、凹部５５に嵌まった突起５９に接触し、閉位置に位置する現像シャッタ５１が開
位置に移動することを止めるための構成である。凹部５６は、トナーカートリッジ１が現
像器３１に取り付けられた状態で、現像シャッタ５１が開位置に位置するときに、突起５
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９を受け入れるための構成である。凹部５５、凹部５６および突起５７は、現像シャッタ
５１の他方面５１Ｃに位置する。凹部５６は、現像シャッタ５１が閉位置から開位置へ移
動するときの現像シャッタ５１の移動方向Ｍにおいて、凹部５５の上流側に位置する。突
起５７は、現像シャッタ５１の移動方向Ｍにおいて、凹部５５と凹部５６との間に位置す
る。凹部５５は、現像シャッタ５１の他方面５１Ｃから一方面５１Ｂへ向かって凹む。凹
部５６は、現像シャッタ５１の他方面５１Ｃから一方面５１Ｂへ向かって凹む。突起５７
は、一方面５１Ｂから他方面５１Ｃへ向かう方向へ突出する。突起５７は、傾斜面５７Ａ
を有する。傾斜面５７Ａは、凹部５５から凹部５６へ向かうにつれて、現像シャッタ５１
の一方面５１Ｂへ向かって傾斜する。
【００７８】
　３．５　ロック部材
　また、現像器３１は、図９に示すように、ロック部材５２Ａおよびロック部材５２Ｂを
備える。
【００７９】
　ロック部材５２Ａおよびロック部材５２Ｂは、トナーカートリッジ１が現像器３１から
取り外されている場合に、現像シャッタ５１を閉位置にロックするための構成である。現
像シャッタ５１を閉位置にロックするとは、現像シャッタ５１が閉位置から開位置へ向か
って移動することを止めることである。ロック部材５２Ａは、トナーカートリッジ１が現
像器３１から取り外されており、現像シャッタ５１が閉位置に位置する場合に、第１方向
における現像シャッタ５１の一端部に係合する。また、ロック部材５２Ｂは、トナーカー
トリッジ１が現像器３１から取り外されており、現像シャッタ５１が閉位置に位置する場
合に、第１方向における現像シャッタ５１の他端部に係合する。現像シャッタ５１の他端
部は、第１方向において、現像シャッタ５１の一端部よりも溝３４の近くに位置する。
【００８０】
　ロック部材５２Ａは、第１方向において、現像シャッタ５１に対して、溝３４の反対側
に位置する。ロック部材５２Ｂは、第１方向において、現像シャッタ５１と溝３４との間
に位置する。ロック部材５２Ｂは、第１方向において、ロック部材５２Ａから離れている
。第１方向において、ロック部材５２Ａとロック部材５２Ｂとの間には、現像シャッタ５
１が位置する。ロック部材５２Ａおよびロック部材５２Ｂは、トナー収容部３３の外表面
に露出されている。ロック部材５２Ａおよびロック部材５２Ｂは、それぞれ、現像シャッ
タ５１の移動方向に延びる。
【００８１】
　図１６、図１８および図２０に示すように、ロック部材５２Ａおよびロック部材５２Ｂ
は、それぞれ、基端Ｅ１と、現像シャッタ５１の移動方向Ｍにおいて基端Ｅ１から離れた
先端Ｅ２とを備える。先端Ｅ２は、現像シャッタ５１が閉位置から開位置へ移動するとき
の現像シャッタ５１の移動方向Ｍにおいて、基端Ｅ１よりも上流側に位置する。ロック部
材５２Ａの基端Ｅ１、および、ロック部材５２Ｂの基端Ｅ１は、それぞれ、現像器３１に
固定されている。ロック部材５２Ａおよびロック部材５２Ｂは、それぞれ、装着方向にお
いて、トナー収容部３３から離れている。これにより、ロック部材５２Ａおよびロック部
材５２Ｂは、それぞれ、装着方向に湾曲可能である。ロック部材５２Ａおよびロック部材
５２Ｂは、それぞれ、突起５８と突起５９（図１７参照）とを備える。
【００８２】
　ロック部材５２Ａの突起５８は、装着方向において、トナー収容部３３から離れる方向
へ向かって、ロック部材５２Ａから突出する。ロック部材５２Ｂの突起５８（図９参照）
は、装着方向において、トナー収容部３３から離れる方向へ向かって、ロック部材５２Ｂ
から突出する。ロック部材５２Ａの突起５８は、トナーカートリッジ１が現像器３１に装
着されたときに、突起２６Ａと接触する。ロック部材５２Ｂの突起５８は、トナーカート
リッジ１が現像器３１に装着されたときに、突起２６Ｂ（図１参照）と接触する。
【００８３】
　図１７、図１９、図２１および図２４に示すように、ロック部材５２Ａの突起５９は、
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ロック部材５２Ａの先端Ｅ２に位置する。ロック部材５２Ｂの突起５９は、ロック部材５
２Ｂの先端Ｅ２に位置する。突起５９は、第１方向に延びる。なお、突起５９は、トナー
カートリッジ１が現像器３１から取り外された状態で、現像シャッタ５１が閉位置に位置
するときに、現像シャッタ５１の凹部５５に嵌まる。これにより、突起５９が凹部５５に
嵌まった状態で、現像シャッタ５１が閉位置から開位置へ移動すると、突起５９は、現像
シャッタ５１の突起５７に接触し、現像シャッタ５１の移動を止める。
【００８４】
　４．現像器３１に対するトナーカートリッジ１の着脱
　以下、図１２から図２４を参照して、現像器３１にトナーカートリッジ１を取り付ける
動作、および、現像器３１からトナーカートリッジ１を取り外す動作について説明する。
【００８５】
　４．１　現像器３１にトナーカートリッジ１を取り付ける動作
　現像器３１にトナーカートリッジ１が取り付けられる場合、図１２に示すように、突起
１４およびカバー部１６が溝３４に嵌まり、さらに、第２突起２２が溝３５に嵌まること
で、現像器３１にトナーカートリッジ１が装着される。なお、このとき、図１に示すよう
に、筐体２は、シャッタ１３に対して、第１位置に位置する。シャッタ１３は、カバー１
２に対して閉位置に位置し、第３開口１２Ａを閉じている。すなわち、筐体２が第１位置
にある場合に、シャッタ１３は、第３開口１２Ａを閉じる。
【００８６】
　すると、トナーカートリッジ１は、図１３に示すように、現像器３１に装着される。突
起１４およびカバー部１６は、溝３４に嵌まる。また、第２突起２２は、溝３５に嵌まる
。このとき、図１４に示すように、突起１４は、突起４１Ａと突起４１Ｂとの間に位置決
めされる。すなわち、トナーカートリッジ１が現像器３１に装着されたとき、突起１４は
、現像器３１に対して位置決めされる。
【００８７】
　また、このとき、突起４１Ｂが、ロック部材１８の突起１８Ｂに接触することにより、
ばね１８Ｃの押圧力に抗して、ロック部材１８は、ロック位置から解除位置へ移動する。
すなわち、トナーカートリッジ１が現像器３１に装着される場合に、ロック部材１８は、
現像器３１の一部に接触し、ロック部材１８は、ロック位置から解除位置へ移動する。こ
れにより、トナーカートリッジ１が現像器３１に装着されたとき、ロック部材１８は、突
起１４のロックを解除する。すなわち、ロック部材１８がロック位置から解除位置へ移動
することで、突起１４は、第２カバー１５に対して回転可能となる。言い換えると、ロッ
ク部材１８がロック位置から解除位置へ移動することで、第２カバー１５は、突起１４に
対して回転可能となる。これにより、筐体２は、シャッタ１３に対して、カバー１２およ
び第２カバー１５とともに回転可能となる。
【００８８】
　また、このとき、図１５に示すように、現像シャッタ５１は、閉位置に位置する。また
、このとき、図１６に示すように、トナーカートリッジ１の突起２６Ａは、ロック部材５
２Ａの突起５８に接触する。これにより、ロック部材５２Ａは、先端Ｅ２が現像シャッタ
５１から離れるように湾曲する。これにより、図１７に示すように、ロック部材５２Ａの
突起５９は、現像シャッタ５１の凹部５５から外れる。また、このとき、現像シャッタ５
１の突起５３Ａは、トナーカートリッジ１の突起２５Ａとギア部２４Ａとの間に位置して
いる。
【００８９】
　次いで、ユーザは、筐体２を、現像器３１に対して、第１位置から第２位置へ向かって
ピボットさせる。
【００９０】
　すると、筐体２は、現像器３１に対して第１位置から第２位置へ向かってピボットし、
図１８および図１９に示すように、トナーカートリッジ１の突起２６Ａがロック部材５２
Ａの突起５８に接触した状態で、ギア部２４Ａが突起５３Ａを押圧する。これにより、突
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起５９が凹部５５から外れた状態で、現像シャッタ５１が閉位置から開位置へ向かって移
動する。
【００９１】
　次いで、筐体２が現像器３１に対してさらに第１位置から第２位置へ向かってピボット
すると、現像シャッタ５１がさらに閉位置から開位置へ向かって移動し、突起５７が、突
起５９に対してトナー収容部３３の反対側を通過する。
【００９２】
　そして、図２０に示すように、トナーカートリッジ１の突起２６Ａがロック部材５２Ａ
の突起５８から離間する。これにより、ロック部材５２Ａが、湾曲した状態から復元し、
ロック部材５２Ａの先端Ｅ２は、現像シャッタ５１に近づく。すると、図２１に示すよう
に、突起５９は、突起５７の傾斜面５７Ａに接触する。また、ギア部２４Ａの複数のギア
歯は、ギア部５４Ａの複数のギア歯と噛み合う。すなわち、トナーカートリッジ１が現像
器３１に対してピボット可能である場合に、複数のギア歯の少なくとも１つは、現像器３
１に設けられる現像開口３６を開閉するための現像シャッタ５１と係合する。また、この
とき、図２２に示すように、カバー部１６の第１フレーム１６Ａは、溝３４の凹部３９Ａ
内に位置し、カバー部１６の第２フレーム１６Ｂは、溝３４の凹部３９Ｂ内に位置する。
【００９３】
　次いで、図２３に示すように、カバー部１６の第１フレーム１６Ａおよび第２フレーム
１６Ｂの少なくとも一方が、溝３４の平面４０Ａまたは平面４０Ｂに接触すると、筐体２
がシャッタ１３に対して第２位置に位置する。このとき、図２４に示すように、現像シャ
ッタ５１が開位置に位置し、突起５９は、凹部５６内に位置する。また、図２５に示すよ
うに、シャッタ１３が筐体２に対して開位置に位置し、開口１３Ｄの少なくとも一部は、
第３開口１２Ａの少なくとも一部と重なる。これにより、開口１３Ｄは、第３開口１２Ａ
を介してトナーが排出されることを許容する。
【００９４】
　これにより、現像器３１に対するトナーカートリッジ１の取り付けが完了する。
【００９５】
　４．２　現像器３１からトナーカートリッジ１を取り外す動作
　現像器３１からトナーカートリッジ１を取り外す場合、ユーザは、筐体２を、現像器３
１に対して、図２３に示す第２位置から、図１３に示す第１位置へ向かってピボットさせ
る。
【００９６】
　すると、図２１に示すように、現像シャッタ５１は、トナーカートリッジ１のギア部２
４Ａとギア部５４Ａとが噛み合い、トナーカートリッジ１のギア部２４Ｂとギア部５４Ｂ
とが噛み合うことにより、開位置から閉位置へ向かって移動する。
【００９７】
　このとき、突起５９は、突起５７の傾斜面５７Ａに沿って、第２方向において、現像シ
ャッタ５１から離れる方向へ移動する。
【００９８】
　次いで、筐体２がさらに第１位置に近づくと、図１８に示すように、トナーカートリッ
ジ１の突起２６Ａがロック部材５２Ａの突起５８に接触する。また、このとき、図１９に
示すように、トナーカートリッジ１のギア部２４Ａが、ギア部５４Ａから離れる。また、
トナーカートリッジ１のギア部２４Ｂが、ギア部５４Ｂから離れる。これにより、現像シ
ャッタ５１の移動が、一旦、停止する。
【００９９】
　次いで、筐体２がさらに第１位置に近づくと、トナーカートリッジ１の突起２５Ａが、
現像シャッタ５１の突起５３Ａに接触する。また、トナーカートリッジ１の突起２５Ｂが
、現像シャッタ５１の突起５３Ｂに接触する。トナーカートリッジ１の突起２５Ａによっ
て現像シャッタ５１の突起５３Ａが押圧され、トナーカートリッジ１の突起２５Ｂによっ
て現像シャッタ５１の突起５３Ｂが押圧されることにより、現像シャッタ５１は、再度、
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閉位置に向かって移動する。
【０１００】
　そして、図１３に示すように、カバー部１６の第１フレーム１６Ａおよび第２フレーム
１６Ｂの少なくとも一方が、溝３４の平面３８Ａまたは平面３８Ｂに接触すると、筐体２
が第１位置に位置する。このとき、図１７に示すように、現像シャッタ５１が閉位置に位
置する。また、このとき、図１５に示すように、シャッタ１３は、カバー１２に対して閉
位置に位置し、第３開口１２Ａを閉じる。
【０１０１】
　次いで、ユーザは、図１２に示すように、現像器３１からトナーカートリッジ１を第２
方向に引き抜く。
【０１０２】
　これにより、現像器３１からのトナーカートリッジ１の取り外しが完了する。
【０１０３】
　５．トナーカートリッジから現像器へのトナーの搬送
　トナーカートリッジ１が現像器３１に装着され、かつ、筐体２が第２位置に位置してい
るときには、トナーカートリッジ１のオーガギア２３（図１参照）は、現像器３１のギア
３０（図９参照）に噛み合う。詳しくは、オーガギア２３の他端部は、現像器３１のギア
３０に噛み合う。このとき、トナーカートリッジ１は、突起１４および第２突起２２によ
って現像器３１に固定されているので、オーガギア２３は、現像器３１のギア３０と確実
に噛み合う。また、このとき、オーガギア２３の一端部に噛み合うアイドルギア６１（図
５参照）は、オーガギア２３に対して、ギア３０の反対側に位置する。
【０１０４】
　そして、画像形成装置が画像形成動作を実行すると、現像器３１のギア３０からトナー
カートリッジ１のオーガギア２３に駆動力が入力される。すると、図２に示すように、オ
ーガ４が回転する。また、図５に示すように、オーガギア２３からアイドルギア６１を介
してアジテータギア６０に駆動力が入力され、アジテータ３が回転する。
【０１０５】
　このとき、アイドルギア６１がは、オーガギア２３に対して、ギア３０の反対側に位置
しているので、アイドルギア６１は、現像器３１のギア３０からオーガギア２３の他端部
に加わるトルクを、安定して受けることができる。
【０１０６】
　そして、アジテータ３が回転することにより、第１内部空間２Ｄ内のトナーが、第２内
部空間２Ｅへ搬送される。
【０１０７】
　次いで、図４に示すように、第２内部空間２Ｅ内のトナーは、オーガ４により、第２内
部空間２Ｅからシャッタ１３の内部空間へ搬送される。
【０１０８】
　その後、図２５に示すように、シャッタ１３の内部空間内のトナーは、開口１３Ｄと第
３開口１２Ａとが重なることにより形成される開口、および、現像シャッタ５１の開口５
１Ａと現像開口３６とが重なることにより形成される開口を介して、現像器３１のトナー
収容部３３内に供給される。
【０１０９】
　６．作用効果
　図５および図６に示すように、アジテータギア６０とオーガギア２３とに噛み合うアイ
ドルギア６１と、ギアカバー２１とは、同じボス６２にネジ６３で固定されている。
【０１１０】
　これにより、アジテータギア６０、オーガギア２３およびアイドルギア６１が設けられ
る場所とは別の場所にギアカバー２１を取り付けるためのボス等が設けられる場合と比べ
て、筺体２およびギアカバー２１を小型化することができる。
【符号の説明】
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【０１１１】
　１　　　　トナーカートリッジ
　２　　　　筐体
　２Ａ　　　第１トナー収容部
　２Ｂ　　　第２トナー収容部
　２Ｄ　　　第１内部空間
　２Ｅ　　　第２内部空間
　３　　　　アジテータ
　３Ｃ　　　一端部
　３Ｄ　　　他端部
　４　　　　オーガ
　４Ｃ　　　一端部
　４Ｄ　　　他端部
　１１　　　第２開口
　１２　　　カバー
　１２Ａ　　第３開口
　２１　　　ギアカバー
　２１Ａ　　第１開口
　２１Ｂ　　第３穴
　２３　　　オーガギア
　６０　　　アジテータギア
　６１　　　アイドルギア
　６１Ａ　　第２穴
　６２　　　ボス
　６２Ａ　　第１穴
　６３　　　ネジ
　Ａ１　　　第１軸
　Ａ２　　　第２軸
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